
5

を
述
べ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
嶋
悟
氏
に
よ
る
特
別
講

演
「
元
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
た
安
全
運
転
」

で
始
ま
っ
た
。
中
嶋
氏
は
、
現
在
で
も
自
ら
公
道

を
年
間
約
５
万
km
運
転
し
て
い
る
経
験
に
基
づ

き
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次
の
３
点
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。「
運
転
中
に
見
る
量
を
増
や
す
―
た
え
ず

視
線
を
移
動
さ
せ
運
転
に
必
要
な
情
報
を
得
る
」

「
自
分
の
ク
ル
マ
の
存
在
や
自
分
が
次
に
何
を
す

る
か
周
囲
に
よ
く
見
せ
る
―
夕
方
に
な
っ
た
ら
早

め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
ウ
イ
ン
カ
ー
は
早

め
に
出
す
」「
ク
ル
マ
に
乗
っ
た
ら
必
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
―
低
速
で
も
非
着
用
の
場

合
、
衝
突
し
た
際
に
自
分
の
身
体
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
」。

続
い
て
、
金
沢
一
郎
・
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
主
幹
に
よ
る
事
例
発
表
。
１

９
７
０
年
以
来

続
く
、
ホ
ン
ダ

の
安
全
運
転
普

及
活
動
の
理
念

と
そ
の
取
組
み

を
説
明
し
た
。

最
後
は
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

い
る
か
を
紹

介
し
た
。

続
い
て
、

「
う
っ
か
り
、

ぼ
ん
や
り
事

故
を
減
ら
す

指
導
法
」
を

テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ

た
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
鹿
島
田
千
帆
・（
株
）
エ
フ
エ

ム
栃
木
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
基
調
講
演
を
行
っ
た

瀧
上
氏
、
吉
田
氏
に
加
え
、
斎
藤
章
記
・
宇
都

宮
市
役
所
管
財
課
車
両
グ
ル
ー
プ
総
括
主
査
、

加
藤
木
克
巳
・（
株
）
大
宮
自
動
車
教
習
所
管

理
者
が
務
め
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

安
全
運
転
管
理
者
を
増
や
し
安
全
運
行
管
理
の

徹
底
を
図
る
こ
と
で
加
害
事
故
の
減
少
に
繋
が

っ
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
体
調

管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
、
目
視
で
安
全
確
認
を

行
う
こ
と
が
重
要
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

た
。

11
月
13
日
、「
ホ
ン
ダ
交
通
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
in
沖
縄
〜
観
光
立
県
に
お
け
る
交
通
安
全
を
考

え
る
〜
県
民
と
お
客
様
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
交

通
社
会
を
目
指
し
て
」
が
沖
縄
県
内
で
交
通
に
関

わ
る
様
々
な
企
業
・
団
体
か
ら
参
加
者
を
招
き
、

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
沖
縄
県
那
覇
市
）
で

開
催
さ
れ
た
（
主
催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安

全
運
転
普
及
本
部
）。
開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を

代
表
し
て
、
千
葉
英
雄
・
安
全
運
転
普
及
本
部
事

務
局
長
、
な
ら
び
に
イ
ベ
ン
ト
を
後
援
し
た
沖
縄

県
警
察
本
部
よ
り
古
波
蔵
正
・
交
通
部
長
が
挨
拶

本
田
技
研
工
業
（
株
）
法
人
営
業
部
で
は
四
輪

販
売
会
社
と
連
携
し
、
取
引
先
で
あ
る
企
業
・
団

体
を
対
象
に
し
た
安
全
運
転
普
及
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
９
月
26
日
、
北
海
道
斜
里
郡
三
町
「
高
齢

者
等
交
通
安
全
大
会
」
お
よ
び
「
子
ど
も
た
ち
の

交
通
安
全
教
育
」（
主
催：

斜
里
地
区
交
通
安
全

協
会
）
が
開
催
さ
れ
、
法
人
営
業
部
と
ホ
ン
ダ
カ

ー
ズ
北
見
（
本
社：

北
海
道
斜
里
郡
斜
里
町
）

が
こ
れ
に
協
賛
し
た
。
午
前
中
に
公
民
館
で
行
わ

午
前
中
は
、
実
技
勉
強
会
『「
意
識
の
脇
見
」

〜
な
が
ら
運
転
の
検
証
〜
』
が
行
わ
れ
た
。
参

加
者
は
、
運
転
中
に
連
続
し
た
数
字
を
答
え
る

簡
単
な
問
題
を
課
せ
ら
れ
た
場
合
、
普
段
の
運

転
と
比
べ
走
行
時
間
や
停
止
時
間
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
様
子
に
変
化
が
あ
る
か
を
検
証
し
、
な
が

ら
運
転
の
危
険
性
を
学
ん
だ
。

午
後
の
基
調
講
演
Ⅰ
は
、
瀧
上
勝
義
・Safety

D
riving&

氣Energy

研
究
所
所
長
に
よ
る
「
う

っ
か
り
・
ぼ
ん
や
り
事
故
は
何
故
起
き
る
か
、

心
身
不
調
と
危
険
意
識
の
欠
如
」。
ス
ト
レ
ス
や

疲
労
感
の
中
で
は
う
っ
か
り
、
ぼ
ん
や
り
事
故

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
日
頃
か
ら
心
身
の
健

康
状
態
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

基
調
講
演
Ⅱ
は
、
森
永
製
菓
（
株
）
健
康
事

業
本
部
ウ
イ
ダ
ー
事
業
部
の
吉
田
直
人
氏
に
よ

る
「
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に
お
け
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
」。
運
転
に
役
立
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

や
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
が
試
合
で

実
力
を
発
揮
す

る
た
め
に
事
前

に
ど
の
よ
う
に

準
備
を
整
え
て

シ
ョ
ン
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
池
村
松
雄
・
沖
縄
県

警
察
本
部
交
通
部
参
事
官
兼
交
通
企
画
課
長
、
湖

城
英
知
・（
財
）
沖
縄
県
交
通
安
全
協
会
連
合
会

会
長
、
千
葉
英
雄
・
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全

運
転
普
及
本
部
事
務
局
長
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
野
原
し
ず
か
氏
が
務

め
た
。
テ
ー
マ
は
「
観
光
立
県
に
お
け
る
交
通
安

全
を
考
え
る
」。

池
村
氏
は
沖
縄
県
内
の
交
通
事
故
の
状
況
に
つ

い
て
、「
平
成
９
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
10
年
間
で

事
故
件
数
が
２
倍
に
増
え
た
。
昨
年
の
人
身
事
故

の
発
生
件
数
は
前
年
に
比
べ
減
っ
て
い
る
が
、
レ

ン
タ
カ
ー
が
関
係
す
る
人
身
事
故
は
逆
に
増
え
る

傾
向
に
あ
る
」
と
語
っ
た
。

湖
城
氏
は
「
沖
縄
県
の
入
域
観
光
客
数
は
年
間

約
５
９
０
万
人
。
沖
縄
県
に
お
い
て
観
光
は
基
幹

産
業
で
す
。
県
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
交
通
問
題
は
県
民
全

体
で
考
え
て
い
く
べ
き
」
と
訴
え
た
。

千
葉
氏
は
「
継
続
的
、
定
着
性
の
あ
る
活
動
を

す
る
た
め
に
は
、
地
域
で
主
体
的
に
・
組
織
的
に

活
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
大
事
」と
述
べ
、

他
の
企
業
や
県
で
成
果
の
あ
っ
た
取
組
み
事
例
を

紹
介
し
た
。

三
氏
の
議
論
を
通
じ
、
県
内
交
通
事
情
と
そ
の

課
題
、
交
通
教
育
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
会

場
全
体
で
の
情
報
共
有
が
図
ら
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
終
了
し
た
。

TRAFFIC ADVICE ★交通教育センターから

10
月
29
日
、「
２
０
０
８
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
も
て
ぎ
」
が
ホ

テ
ル
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
で
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ー
フ

テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
、
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
）。
テ
ー
マ
は
、「
う

っ
か
り
、
ぼ
ん
や
り
事
故
を
減
ら
す
指
導
法
」。

2008年 12月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ429号

基調講演Ⅱを行う吉田直
人・森永製菓（株）健康
事業本部ウイダー事業部

実技勉強会『「意識の脇見」～ながら運転の検証～』
の模様

特別講演を行う元Ｆ１ドライバ
ーの中嶋悟氏

高齢者等交通安全
大会

子どもたちの交通安
全教育

パネルディスカッションでは活発な意見交換が行われた

11月4日、千葉県立千葉東高校にて「千葉県高
等学校安全教育指導者養成講座・学校安全教育推
進連絡協議会」が開催された（主催：千葉県教育
委員会、千葉県高等学校教育研究会交通安全教育
部会）。同講座・協議会は、高等学校における安
全教育指導者の養成をめざし、講演・講話等を通
して安全教育の一層の充実に資することを目的と
している。当日は、千葉県内の各高校における安
全教育担当教職員や小・中学校の学校安全教育推
進委員など約200名が参加した。
午前中には、開会行事が行われ、主催者を代表
して猿田明部会長（千葉県立船橋二和高校校長）、
県教育庁学校安全保健課・宇野安全室長が挨拶。
続いて、（財）日本交通安全教育普及協会の石井
征之主幹より「高校生を取り巻く交通環境と課題
について」をテーマに講話が行われた。
その後、千葉東高校の全24クラスの公開授業
が行われた。危険予測トレーニングや自転車事故
事例など、安全教育をテーマにした様々な内容の
LHR授業を訪れた教職員が見学した。
午後からは、公開授業についての研究協議、さ
らに、（財）日本交通安全教育普及協会の亀田清
人主幹を講師に迎え、交通リスクに対応した交通
教育実践能力を高めるための班別研究協議が行わ
れた。班別研究協議では、参加した教職員が小グ
ループに分かれ、自校の交通安全教育の実態をふ
まえて交通安全教育のあり方や具体的な事故防止
法を話し合った。

●
観
光
立
県
に
お
け
る
交
通
安
全
を
考
え
る

ホ
ン
ダ
交
通
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
沖
縄

TOPICS
●千葉県高等学校安全教育指導者養成講座・
学校安全教育推進連絡協議会

学校現場で効果的な交通安全
教育を実施するための研修会

●
交
通
安
全
を
考
え
る
〜
う
っ
か
り
、ぼ
ん
や
り
事
故
を
減
ら
す
指
導
法
〜

２
０
０
８
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
も
て
ぎ

長
を
務
め
る

ホ※

ン
ダ
輸
送

グ
ル
ー
プ
安

全
協
議
会
が

会
員
企
業
の

ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
行

っ
て
い
る
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ

と
安
全
運
転

教
育
の
実
践

例
を
紹
介
。「
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
こ
と
が
環

境
負
荷
低
減
に
も
つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。
久

米
氏
の
テ
ー
マ
は
「
社
内
に
お
け
る
交
通
安
全

へ
の
取
組
み
」。
中
部
ガ
ス
（
株
）
の
安
全
運

転
管
理
業
務
担
当
で
あ
る
久
米
氏
が
、
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖
で
の
安
全
運

転
研
修
を
活
用
し
、
社
員
の
安
全
意
識
を
向
上

さ
せ
た
過
程
を
発
表
。
来
年
は
同
社
の
創
立
１

０
０
周
年
に
あ
た
る
の
で
、「
無
事
故
を
め
ざ

し
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

最
後
に
、
参
加
者
か
ら
瀧
上
氏
、
真
仁
田
氏
、

久
米
氏
へ
の
総
括
質
疑
が
行
わ
れ
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
幕
を
閉
じ
た
。

午
前
中
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
会
。
参
加
者
が
実
際
に
運
転
を
行
い
、
普

段
通
り
に
運
転
し
た
時
と
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

実
践
し
た
時
の
運
転
に
よ
る
燃
費
を
そ
れ
ぞ
れ

計
測
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
ど
れ
だ
け
燃
費
向
上

に
効
果
が
あ
る
か
確
認
し
た
。

午
後
の
基
調
講
演
は
、
も
て
ぎ
会
場
と
同
じ

瀧
上
所
長
に
よ
る
「
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
身

の
健
康
実
態
と
安
全
教
育
」。
安
全
運
転
に
関

す
る
知
識
や
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
、
運
転
し

て
い
る
時
の
集
中
力
が
低
い
と
、
そ
の
実
力
を

発
揮
で
き
な
い
。
運
転
中
は
、
正
し
い
運
転
姿

勢
や
深
い
深
呼
吸
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
落

ち
着
い
た
状
態
を
保
ち
集
中
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
説
い
た
。

続
い
て
、
真
仁
田
道
昭
・（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
常
務
取
締
役
と
、
久
米
敏
之
・
中

部
ガ
ス
（
株
）
管
理
グ
ル
ー
プ
管
理
チ
ー
ム
に
よ

る
事
例
発
表
。

真
仁
田
氏
は

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
実
践
と
安
全

教
育
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
会

11
月
７
日
に
は
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ

ン
ボ
ー
浜
名
湖
に
て
「
２
０
０
８
ト
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
浜
松
」
が

開
催
さ
れ
た
（
主
催：

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ

イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖
・
浜
松
、本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
）。
テ
ー
マ
は
「
企
業
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
の
あ
り
方
と
安
全
教
育
」。

基調講演を行う瀧上勝義・
SafetyDriving＆氣Energy
研究所所長

午前中は参加者が実際にエコドライブを実践し、
その効果を確認

●
交
通
安
全
を
考
え
る
〜
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
の
あ
り
方
と
安
全
教
育
〜

２
０
０
８
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
浜
松

NEWS REVIEW

れ
た
「
高
齢
者
等
交
通
安
全
大
会
」
で
は
、
高
齢

者
２
０
０
名
を
対
象
に
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

「
あ
や
と
り
ぃ
　
長
寿
編
」
を
活
用
し
て
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
。ま
た
、

午
後
に
は
斜
里
大
谷
幼
稚
園
の
園
児
47
名
と
保
護

者
14
名
を
対
象
に
「
あ
や
と
り
ぃ
　
ひ
よ
こ
編
」

に
よ
る
「
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
教
育
」
を
行

っ
た
。

※ホンダ輸送グループ安全協議会＝本田技研工業（株）の製品輸送業務に携わる日本梱包運輸倉庫（株）、ホンダ運送（株）、
（株）ホンダロジスティクスで構成される組織。3社とその協力会社が一体となって、交通事故ゼロをめざすことを目標に、
安全運転の啓蒙と意識高揚のための教育・指導・広報活動を行っている。

●
北
海
道
斜
里
郡
三
町
「
高
齢
者
等
交
通
安
全
大
会
」
お
よ
び
「
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
教
育
」

地
域
の
交
通
弱
者
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に


